
IAJ( 日本インターネット協会)

川 本 イ ン タ ー ネ ッ ト|嶌 会（IAJ : Internet Ａｓｓｏｃｉ面 ｏｎ ｏｆＪａｐａｎ）

は 、1997 年12 月 で 創 立4 年 を 迎 え た 。 イ ン タ ー ネ ッ ト の ４ 年 と は 、

決 し て 短 い 年 月 で は な い 。 こ の4 年 川 に 、 日 本 の 商 川 イ ン タ ー ネ

ッ ト は 人 き な 変 貌 を 見 せ 、IAJ の 組 織 そ の も の に も 彫 響 す る に 令

読、選定と|川崔の経過には、部会長のI帽||敏広を中心に多くの

人々の参11111を得た、

例年イベントを開催して、学校関係者に好評を件ていた教帥

つているこ1この1年、IAJ は囗本のインターネット組織の中心と　　表1　1997 年度のIAJの主な活動（ワーキンググループ関係を除く）

して、さまざまな活動を艇開して きた．その概要を･記す……

１．部会 活動と月 例会の 開催

IΛJは､Uby 当 初から、技術を中心 にいくっ もの研究部会を､y ち

llげ て 部会活動を会活動 令体の中心にして きたが、 ボランティ

ア組織の通 例のせい か、担肖 者が多忙 になるに連れて、部会の

開催が間遠になり、 穴退する結果を生じやすい、また、い くっ

かの部会を休眠あ るいは閉鎖にした経緯を持つ。そういう中で、

ユーザー部会が商|ﾐ 会議所と共同で5 帥IIに 及ぶ イントラ ネット

セミナー開催の企川を継続している｡｡

IX ＋IS部会では、商川のIX の 成 帽こ関する帖報交換を行ってき

たが、NSPIXP-2 、3 から|削 旧Ｘが現実のものになり、日本 イン

ターネットエ クスチェンジ株式 会社(JPIX) お よ びメデ ィアエ

クスチェンジ株式会社（ＭＥＸ）が成y､ するにつ れて、 部会活動

は休||ICI人態 に陥った。

セキュリティ部会は、JPCERT …………CCの 成立を歓迎する意味で、

イベント協賛を行った。しかし、IΛJとしての独自の艇|剔 ま要？

があるにも関わらず、いまだにできていない。

ＷＷＷ部 会は、年 度始めからのかけ声どお りに、1995 年に 次

いで第Ill凵1のJapan www Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅを250 人を越す参加者を

得て開催し た｡97 年12jj に 横 浜にて開 催されたINTERNET

WEEK'97 に おけるIAJ の活 動として特筆されるレ論文の公募、介

図1　1AJ の ホ ーム ペ ー ジ　http:// ｗｗｗ.jaj.ｏr･jp/
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４月18日　　 理事会（経団連会館）

４月21日　　　第38 回IETF 報告会

４月23-25 日　Internet World (日 本コンベンションセンター）

４月25日　　　lAJ-News Vol.4 No. 1^1』行

６月2-6 日 ＮＥＴＷＯＲＬＤ十INTEROP

(日本コンベンションセンター)

7月
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1998年Ｓ月
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内』

1998年4月

●り卩’･盂　 了筆卜引ィ勹々 ネット 、ド フｉ スｙｊ　 ハム附卮のご竄内 』

1り98^3 月
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1997坏12月
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9月

10 月6-10 日

10 月

11 月

12 月16-19 日　INTERNET Week'97 （パ シ フ ィ コ横 浜 ）

12 月18 日

12 月19 日

2 月
-
3 月

幹事会（2）

lAJ-News  Vol.4 No.2刊行

39th IETF Meeting (Munich,  Germany)

幹事会（3）

エレクトロニクス・ショー（幕張メッセ）

world wide web conference （ パシ フ ィコ横 浜 〉

lAJ-News Vol.4 No.3fl』行

幹事会（4）

INTERNET Week'97 （パう

IAJ総会 （パシフィコ横浜）

幹 事会 （6 ）

lAJ-News Vol.4 No,4刊行

APRICOT/APNG/APIA/APNIC

図2　1AJ新着情報のページ
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のための研修 会は、今年度は|剔催できなか･.Jだが 、!)7年一峻後'11　　ベンド開催の 万向 を追求してきたが 、成 剔 よまだ少ない　IETF

に 人９ て、96 年 か ら持 ち越して きたI'Think( おI(ヽｓぐの活動に 着Ｆ　　 参加 行による 悵;Iご ぴ) 年:Ⅲ| の 開催をＩＴＲＣおよびISOC-､IP と 共

した　IIThillk(れ1(ヽ sl'Iと は 児.'i'卩町走が 父兄およびコーチとチーム　　 催、lnlcl-ｎｃt Ｗｅｅｋへの参Jﾘ||なと气 他糾織と力を介わせた艇開に

を組み、教 材を|'|分 た ちで開 発して、コンテストを行う運動で　　 効9とが現れる

ある　I Λ.|は そ の イン ターナショナルパートナーになり、米国の

本部( ΛNS にあ る) と辿携して活動を開始、日本からの応 原子　　 ３．国際 活動への貢 献

－ム数は、37 チ ームになった　 国内委Ｈ 会を作り、石111111'JI久 委

日長、村JI=純 ・鳥橋郎畄|』委Ｈ長で、']il務J‥jを グローバルコモン　　　ISO( ﾌ、゙INET97 に 対する如鼠、およびΛPIΛ… …丶PNIC … ……丶|'Ｎ(;

ズに 委､=ぼ1し、坪俊宏を･μ務川長とした　　　　　　　　　　　　　　　 の アジア尨ず汀l)也域の イン ターネット団体に対する 前献を強め

10J 』か ら、部会活動の低調に対し、これを剋｣11す る 意味あい　　 ている　11枳 祐|;会の 会津泉部会長が、INET97 の クアラルンプー

も穴め、Jjl 川 の 月例会の開催を始めた　 第1 川は、ニフテ ィ株　　 ル開催に前献した

式会社の山川降常務による、名誉毀批|叩 副 こ関する 悵内と討論

蛸｣ ≒ た　 会iぽ･ に 参力い ンバーを|災定した会介であっ た　 第２　　４．新役員

川はgTLI)､ ＭｏＩ凵 鳥橋徹1=|匐 冖、ド メイン名の新艇開　 第3 川は

Think( おlcｓlについて(I ΛJ教 育部会) 、 第tl"lは電r･ メー ル新聞　　　.1 年を経過した1Λ.|の 役 目の 入れ替えを閥り、石|目11111久 会長を

について( インプレス)、 第5 川にはΛ亠 Ｍｕltillledi;Ｉ Ｆｏｎｌｍにり　　 名誉会長、鳥橋徴･Jf務 同 長を‘.代|| 会 長に推挙し、12Jj の 総 会

いて( ＮＴＴ) 開 催した　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 でﾉ良､忍を得た　 幹I｣ll会、J'|即 一会ともに、人･｣防)刷 新を図､J てい

る　 なお、幹I｣1･会は隔 川 こ61111開 催 している

２．国内 における他組 織との 連携

ぱ4 僑 毆・|| 本 インターネットj嶌会会長)

96 年 か ら わ ツトリ ー ク|烏議 会厂ltiｙiヽツトリ ー ク|嶌､浪 会、

UB Λ( Ｕｎｉｘ Ｂｕｓilｕヽｓｓ Λｓso 山 山)ｎ) との連携を深め、共同の イ

図3　1AJが年4回発行しているニュースレター（ＩＡＪ NEWS)

C ＯＮＴＥＮＴＳ: 巻 頭 言

レ ポ ート ノ最新技術 ・業界動向 話題のテ ーマなど

活 動 報 告他

発 行：日本インタ ーネット協会
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